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研究概要

ヒト試験にて、食品の機能性（食品の三次機能）を検討する研究を行っています。主に宮崎県産の
農産物について、これまで完熟きんかん、ブルーベリー葉エキス、鶏肉加工食品、紫サツマイモエキ
ス、天日干したくあん等にて研究を行っております。
また、地域疫学研究によって、食と健康等に関する調査研究も行っております。
上記の研究を通して、食品の機能性研究（ヒト試験）及び臨床研究に関連する人材の養成（臨床
研究医、臨床研究コーディネーター、データマネージャー等）を行っております。

１ ヒト試験による食品の機能性に関する研究
食品の健康に関する機能性の科学的根拠には、細胞や動物実
験等の基礎研究だけでなくヒトを対象とした臨床試験（ヒト試
験）によるエビデンス構築が必要です。専門的な知識とスキル
のもと、各種規制やガイドラインを遵守して、一定のデータの信
頼性を担保しながら質の高いヒト試験を実施しております。この
ようなヒト試験の結果を通して、食品の機能性に関する検討を
行っております（図1,2参照）。

図1. ヒト試験の被験者説明会の様
子

２ 疫学研究による食と健康に関する研究
地域住民における食と健康との関連について、地域に根差した
疫学研究を実施することで、地域特性を明らかにし、地域住民
の健康アウトカム改善に資する研究も行っております。令和3年
度以後、特定地域での研究を準備しており、本格的に稼働予定
です。

図2. ヒト試験（運動負荷試験）の
様子

３ 食品の機能性研究及び臨床研究に関連する人材の養成
科学的かつ倫理的で信頼性の高いヒト試験を実施するためには研究計画立案、被験者公募、ヒ
ト試験実施、データ管理、統計解析及び総括報告書作成の一連の過程を適切に実施することが
求められおり、専門的な知識とスキルを要します。研究遂行を通して、専門的人材の養成も行って
おります。
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